
　【研究上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）
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日本歴史学協会委員（学会選出、2003年度から）

1 「石刻熱」から20
年

この20年間の日本の中国史学界
における石刻研究の状況と今後
の展望を述べたもの。134p－
137p

中国で刊行された『臨海墓誌集
録』所収の墓誌を主たる題材に
宋代官僚家系研究史料としての
墓誌について論じた。53p－78p

森田が代表者をつとめる平成16
年～18年科学研究費基盤研究(B)
の報告書

河北省隆化県鴿子洞発見の元代
の文書を紹介し、元代の聖旨の
写しと考えられる2号文書を録文
した。1p-3p

『アジア遊学』91

『13、14世紀東アジ
ア史料通信』７

2007年1月 『奈良史学』22

現在の専門分野

研究課題

著書､学術論文等の名
称

大学院文学研究科長（2006年度）、大学評価委員長（2005年10月から）

（学術論文）

（著書）

2007年3月

2006年9月

13、14世紀東アジア
諸言語史料の総合的
研究－元朝史料学の
構築のために

落語研究会古都家顧問

平成16～１８年度科学研究費基盤研究Ｂ「13、14世紀東アジア諸言語史料の総合的研究　元朝史料
学の構築のために」研究代表者。同研究の報告論文集LETTER『13、14世紀東アジア史料通信』の編
集。平成17年度～19年度科学研究費特定領域研究Ａ「東アジアの海域交流と日本伝統文化の形成」
A01-02「中国科挙制度からみた寧波士人社会の形成と展開（研究代表者早稲田大学教授近藤一
成）」分担研究者。海外調査２回（北京、台北、いずれも短期間）

2 系譜史料としての
新出土墓誌 臨海出
土墓誌群を材料とし
て

３ 鴿子洞文書につ
いて－附第２号文書
録文－

2007年3月

概　　　　　　　要

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　森田　憲司

取得学位

最終学歴

所属学会 東洋史研究会、東方学会、内陸アジア史学会、宋代史研究会、日本道教学会（評議
員）

石刻史料を用いての宋元社会文化史の研究
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２ 「 重 修 昊 天 宮
記」の碑陰について

宮嶋博史氏の朝鮮王朝における
科挙に関する発表について、中
国科挙研究の立場からコメン
ト。

2006年7月 科学研究費「13、14
世紀東アジア諸言語
史料の総合的研究」
研究集会

山東省益都にある「重修昊天宮
記」の碑陰の題名について、歴
代の録文の差異とその理由、題
名の史料的価値について述べ
た。

近着中国書中の元代石刻を解題
紹介した。9p-11p

2006年３月におこなった調査に
基づき、北京市密雲区の碑林所
在の元碑を紹介した。8p

2 2006年密雲所見元
代石刻

2007年3月 『13、14世紀東アジ
ア史料通信』７

2007年3月 『13、14世紀東アジ
ア史料通信』７

３ 近着石刻関係書
所収元代石刻リスト

『北京トコトコ』

2006年8月 2006 年 宋代史研究
会・唐代史研究会合
同夏合宿

2006年12月 『Ⅰｍａｇｉｎｅ２
１』14

北京在住日本人対象の月刊日本
語フリーペーパーに、北京を中
心とした歴史文化事象を、モノ
やコトバを手がかりに紹介。本
年度執筆は、136回から147回(細
目は略）

1993年３月から連
載（月1回）

奈良には宋代の文化財の少なく
ないことを東大寺南大門の石獅
子を材料に紹介した。2p－5p

2002年に発表した北京地区の現
存石刻文献目録にその後の新知
見を加えたもの、はしがきで元
朝史史料をめぐる状況について
概観している。154p-181p

同時代史料としての石刻の特性
を代表するものとしての題名石
刻の史料的有用性について､具体
例を挙げて論じた。

2006年7月

4 北京地区現存元朝
石刻目録稿補訂

2007年3月 『13、14世紀東アジ
ア諸言語史料の総合
的研究－元朝史料学
の構築のために』

中国社会文化史学会
大会

４ 雑誌連載 「中
国を読む、見る、集
める」

３ 石刻の史料的特
性と課題：元朝の題
名の場合

１ 東大寺南大門の
石獅子－南都の宋代

（その他）

（学会発表）

1 宮嶋博史「朝鮮王
朝の科挙」ディス
カッサント


